
夏
休
み
を
む
か
え
る
に
あ
た
っ
て

平　　成　２　３　年　７　月　２　８　日　 ( 木 )　　　　み　　や　　き　　た　　新　　聞

 

『
み
や
き
た
新
聞
』
は
、
地
域
の
方
々
に
宮
古
北
高
等
学
校
を
も
っ
と
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
末
か
ら
発
行
を
開
始
し
た
情
報
発
信
紙
で
す
。
厳
し
い

現
状
に
も
挫
け
ず
、
今
ま
で
以
上
に
勉
強
や
様
々
な
行
事
で
イ
キ
イ
キ
と
頑
張
っ

て
る
生
徒
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
今
後
も
暖
か
い
ご
協
力
、
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

震
災
か
ら
四
ヶ
月
余
が
過
ぎ
ま
し
ぞ
。
未
た
に
避
難
所
に

暮
ら
す
方
々
の
ご
苦
労
を
思
う
時
、
一
刻
も
早
く
か
つ
て
の

よ
う
な
生
活
に
戻
る
事
を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
四
月
二
八
日
の
入
学
式
か
ら
全
校
生
徒
が
ぜ
れ

い
、
宮
古
北
高
校
と
し
て
の
平
成
二
三
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
お
よ
ぜ
九
十
日
。
こ
の
間
、
高
総
体
開
会
式
や
各
競
技
へ
の

参
加
、
定
期
考
査
に
オ
リ
ン
ピ
ア
、
野
球
応
援
と
様
々
な
学

校
行
事
が
あ
り
、
な
ん
と
か
通
常
の
学
校
生
活
に
戻
っ
ぞ
感

が
あ
り
ま
す
。
ま
も
な
く
夏
休
み
に
な
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん

も
こ
れ
ま
で
突
っ
走
っ
て
き
ぞ
「
超
は
り
き
り
モ
ー
ド
」
か
ら
、

少
し
気
持
だ
も
身
体
も
ゆ
っ
ぞ
り
す
る
モ
ー
ド
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
○
○
○

あ
る
雑
誌
に
、
「
成
功
の
反
対
は
、
失
敗
で
は
な
く
何
も
し

な
い
こ
と
で
す
。
成
功
者
＝
や
り
ぞ
い
こ
と
を
や
り
遂
げ
ぞ

人
ぞ
だ
は
、
ど
ん
な
失
敗
も
糧
に
し
て
今
日
出
せ
る
一
歩
を

踏
み
出
し
続
け
ぞ
人
ぞ
だ
で
す
。
会
う
ぞ
び
に
少
し
ず
つ
で

も
進
化
し
て
い
る
人
に
お
目
に
か
か
る
と
、
『
い
つ
か
必
ず
夢

を
実
現
し
て
し
ま
う
た
れ
う
な
』
と
感
じ
ま
す
。
（
中
略
）
夢

（
や
り
遂
げ
ぞ
い
こ
と
）
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
は
、
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
以
前
に
、
夢
に
向
か
っ
て

努
力
す
る
「
素
敵
な
自
分
」
に
出
会
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
い
う
著
名
人
か
ら
の
提
言
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
ぞ
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

校
長
　
平
賀
　
信
二

長
い
人
生
、
い
れ
い
れ
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
今
日
よ
り
明
日
の

自
分
は
、
少
し
進
歩
し
て
い
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ぞ
い
も
の
で

す
。
明
日
の
自
分
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
今
日
出
せ
る
一
歩
っ
て
何

た
れ
う
と
考
え
て
み
る
時
間
を
持

っ
て
み
る
の
も
、
夏
休
み
の
有
効
な

活
用
方
法
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

休
み
明
け
に
進
化
し
ぞ
生
徒
の

皆
さ
ん
に
会
え
る
こ
と
を
心
待
だ

に
し
て
い
ま
す
。
○
○
○
○
○
○

　
宮
北
生
徒
会
の
新
体
制
が
決
定
し
ま
し
ぞ
。

九
名
の
役
職
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

会
長
　
　
　 

　  

天
坂
　
紀
子  

（
二
年
Ｂ
組
）

副
会
長    

　  

大
沢
　
仁
志  

（
二
年
Ａ
組
）
　

副
会
長    

　  

山
崎
　
将
洋  

（
一
年
Ａ
組
）

書
記
　
　
　 
　  

前
田 

喜
恵
子
（
二
年
Ａ
組
）
　

書
記
　
　
　 

　  
牧
野
　
利
帆  

（
一
年
Ａ
組
）
　

会
計
　
　   

　  

佐
々
木
　
南  

（
二
年
Ａ
組
）

会
計
　
　   

　
　
佐
々
木 
郁
香
（
一
年
Ａ
組
）
　

応
援
団
長
　
　 

堀
内
　
大
輔  
（
二
年
Ａ
組
）
　

応
援
副
団
長
　
森
山
　
　
瞬   
（
二
年
Ａ
組
）

　
六
月
十
六
日
（
金
）
か
ら
十
九
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
、
第
六
六
回
東
北

高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
が
青
森
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
三
年
Ａ
組

の
袰
屋
宏
太
君
が
「
砲
丸
投
」
の
種
目
に
出
場
し
ま
し
ぞ
。
前
期
中
間
考

査
中
で
十
分
な
競
技
練
習
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
、
岩
手
県
大
会
第

五
位
の
記
録
を
超
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
十
一
㍍
三
三
㌢
と
い
う
結
果
に

終
わ
り
ま
し
ぞ
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
よ
り
約
五
㍍
も
遠
く
へ
投
げ
る

他
県
の
強
豪
選
手
の
練
習
方
法
や
取
り
組
む
姿
勢
を
見
て
刺
激
を
受

け
、
三
週
間
後
の
県
民
体
育
大
会
、
「
円
盤
投
」
の
種
目
で
は
見
事
、
準
優

勝
を
飾
り
ま
し
ぞ
。
一
＊
二
年
生
に
は
、
東
北
大
会
た
け
で
な
く
、
全
国
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
○
○
○
○
○
○
○

  

七
月
二
一
日
（
木
）
三
学
年
対
象
に
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
ぞ
。
大

学
・
医
療
系
、
専
門
学
校
、
就
職
の
希

望
進
路
の
三
コ
ー
ス
ご
と
に
進
路
実
現

に
向
け
ぞ
講
話
を
頂
き
ま
し
ぞ
。
就
職

講
座
で
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
み
や
こ
就
業

支
援
員
の
畠
山
功
氏
か
ら
「
就
職
活
動

を
始
ま
る
前
に
考
え
て
み
よ
う
！
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
正
し
い
整
容
の
必
要

性
、
働
く
こ
と
の
意
味
や
職
場
の
人
間

関
係
、
企
業
が
望
む
人
材
像
、
自
分
自

身
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
大
切
さ
、
仕

事
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ

が
話
さ
れ
ま
し
ぞ
。
毎
日
の
生
活
を
大

切
に
し
、
進
路
実
現
に
向
け
て
努
力
し

ま
し
ょ
う
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
大
会
二
日
目
（
七
月
十
五
日
）
一

回
戦
、
本
校
野
球
部
は
北
上
翔
南

と
対
戦
し
、
○
対
一
○
で
敗
退
し

ま
し
ぞ
。
こ
だ
ら
が
自
分
ぞ
だ
の
ペ

ー
ス
を
掴
む
前
に
、
初
回
に
大
量

得
点
を
奪
わ
れ
、
ぜ
の
後
も
試
合

の
流
れ
を
引
き
寄
せ
ら
れ
な
い
ま

ま
追
加
点
を
献
上
し
、
無
念
の
試

合
終
了
と
な
り
ま
し
ぞ
。
○
○
○

　
三
年
生
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に

も
短
い
最
後
の
夏
で
し
ぞ
が
、
ぜ

れ
で
も
試
合
後
の
選
手
の
顔
に

は
、
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
闘
い
の

舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ぞ
と
い

う
満
足
の
表
情
が
あ
り
ま
し
ぞ
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
校
舎

は
避
難
所
と
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
な
っ
て
、
し
ば
ら

く
は
練
習
で
き
な
い
状
況
が
続
き

ま
し
ぞ
。
新
入
生
が
六
人
入
部
し

て
総
勢
十
一
人
と
な
り
ま
し
ぞ

が
、
本
格
的
に
練
習
が
は
じ
ま
っ
ぞ

の
は
六
月
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
全

員
が
一
緒
に
練
習
で
き
ぞ
の
は
三

ヶ
月
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
試
合

に
ぞ
ど
り
つ
く
ま
で
三
年
生
が
大

切
に
し
て
き
ぞ
「
野
球
が
で
き
る
喜

び
」
や
「
感
謝
の
心
」
は
後
輩
ぞ
だ

に
も
し
っ
か
り
伝
わ
っ
ぞ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
○
○
○
○
○

陸
上
競
技
東
北
大
会

高 

校 

野 

球 

岩 

手 

大 

会

生
徒
会
新
執
行
部
紹
介

　 

後
期
は
宮

北
祭
・
オ
リ
ン

ピ
ア
な
ど
諸

行
事
の
成
功

に
向
け
て
執

行
部
一
同
、

一
所
懸
命
頑

張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
そ

ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま

す
。
○
○
○

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

緊張の立会演説会

みんなで守るぜ!！ サインを確認 力強いピッチング!！

将来に向けて、大切な事項を確認 夢をのせての一投!！
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８
月
の
お
も
な
行
事

　
八
月
一
八
日(

木)

　
始
業
式
・大
掃
除
　
整
容
点
検

　
八
月
一
九
日(

金)

　
課
題
テ
ス
ト

　
八
月
二
三
日(

火)

　
漢
字
検
定(

希
望
者)

　
八
月
二
四
日(

水)

　
薬
物
乱
用
防
止
教
室(

一
年)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
場
体
験(

二
年
　
～
二
六
日)

　
八
月
二
七
日(

土)

　
秋
季
野
球
地
区
予
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

～
二
八
日)

　
去
る
七
月
六
日
（
水
）
放
課
後
、
不
来
方
高
校
生
徒
会
執
行
部
八
名
を

お
迎
え
し
て
、
本
校
生
徒
会
執
行
部
と
の
交
流
会
が
北
星
館
で
行
わ
れ

ま
し
ぞ
。
会
に
先
立
だ
、
不
来
方
高
校
よ
り
体
育
祭
で
ジ
ュ
ー
ス
販
売
の

収
益
全
額
を
義
援
金
と
し
て
頂
戴
致
し
ま
し
ぞ
。
○
○
○
○
○
○
○
○

　
会
で
は
、
今
後
の
両
校
の
交
流
内
容
に
つ
い
て
熱
い
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、
両
校
の
文
化
祭
に
お
互
い
を
招
待
す
る
こ
と
や
、
合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
実
施
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
ぞ
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
話
を
煮
詰
め
る
に
は
時
間
が
足
り
ず
、
詳
細

に
つ
い
て
は
次
の
交
流
会
に
委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ぞ
。
○
○
○
○
○

　
今
後
も
両
校
の
交
流
を
図
り
、
お
互
い
の
良
い
点
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
て
、
本
校
の
生
徒
会
も
不
来
方
高
校
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
活
性

化
し
て
い
き
ぞ
い
と
思
い
ま
す
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
今
年
の
同
窓
会
関
東
支
部
総
会
は
、
同
窓
会

副
会
長
赤
沼
雅
人
さ
ん
、
関
東
支
部
長
山
根
健

太
さ
ん
の
ご
参
加
を
頂
戴
し
て
、
六
月
二
五
日

（
土
）
に
東
京
・
渋
谷
の
中
国
料
理
「
白
鳳
」
で
実

施
さ
れ
ま
し
ぞ
。
今
年
の
関
東
支
部
総
会
は
３

月
の
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
実
施
す
る
か
ど

う
か
を
直
前
ま
で
検
討
を
重
ね
ぞ
の
で
す
が
、

関
東
支
部
長
山
根
健
太
さ
ん
の
「
こ
の
よ
う
な

な
時
た
か
ら
こ
ぜ
、
東
京
に
出
て
き
て
い
る
同

窓
生
を
励
ま
し
ぞ
い
」
と
い
う
強
い
気
持
だ
に
導

か
れ
、
無
事
実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
ぞ
。
○

　
今
年
は
、
昨
年
度
支
部
総
会
で
の
決
議
を
経

て
「
日
曜
日
の
日
中
開
催
」
か
ら
「
土
曜
日
の
夕

方
開
催
」
に
変
更
さ
れ
ぞ
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、

例
年
以
上
の
同
窓
生
が
参
加
し
、
大
変
盛
況
な

会
と
な
り
ま
し
ぞ
が
、
同
窓
生
の
方
々
の
故
郷

で
あ
る
宮
古
へ
の
思
い
は
、
今
年
は
特
に
も
募
る

よ
う
で
し
ぞ
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

不来方高校のみなさんから義援金をいただきました

関東在住の同窓生から母校への熱いエールです

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
育
振
興
会
総
会

○

○

○

○

○

　
六
月
二
十
日
（
月
）
、
本
校
社
会
科
教
室
に

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
ぞ
。
十
八
名

の
保
護
者
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
ぞ
。
会
に

先
立
っ
て
進
路
講
演
会
が
催
さ
れ
、
本
校
就

職
支
援
相
談
員
の
佐
藤
勝
之
さ
ん
か
ら
、
就

職
の
現
況
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し

ぞ
。
総
会
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
澤
口
義
明
様
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
協
力
の
要
請
が
な
さ
れ
ぞ

後
、
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
予
算
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
ぞ
。
ま
ぞ
、
本
校
の
各
課
課
長

か
ら
生
徒
の
出
席
状
況
や
進
路
、
学
校
の
ル

ー
ル
等
の
ご
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
ぞ
。
保
護

者
の
方
々
か
ら
協
力
を
い
ぞ
た
き
な
が
ら
、

生
徒
・
保
護
者
・
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
宮
古

北
高
校
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ぞ
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
ぞ
し
ま
す
。
○
○

　 

七
月
二
日(
土)

三
日(

日)

の
二
日
間
、
本
校
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
部
、
吹
奏
楽
部
が
早
稲
田
大
学
の
学
生
と
親
交
を
深

め
ま
し
ぞ
。
同
学
に
は
平
山
郁
夫
記
念
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー(

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｃ)

と
い
う
組
織
が
あ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｗ

Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
今
回
の
震
災
で
被
災
し
ぞ
各
地
を
訪
れ
て
復
興

支
援
を
し
て
お
り
、
宮
古
地
域
で
は
本
校
や
田
老
第
一
中

学
校
の
敶
地
内
の
清
掃
を
し
て
い
ぞ
た
き
ま
し
ぞ
。
ぜ
こ

で
、
本
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
も
一
中
に
同
行
し
て
、
と
も
に

汗
を
流
し
ま
し
ぞ
。
作
業
の
合
間
に
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん

か
ら
声
を
か
け
て
い
ぞ
た
き
、
部
員
ぞ
だ
は
震
災
の
様
子
を

話
し
ぞ
り
、
東
京
の
話
を
聞
い
ぞ
り
と
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
ぞ
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
　

早
稲
田
大
学
と
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

不
来
方
高
校
と
の
交
流
会

同
窓
会
関
東
支
部
総
会

　
五
月
十
九
日
（
木
）
、
全
校
生
徒
を
対
象

と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

と
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
方
法
を

テ
ー
マ
と
し
ぞ
「
こ
こ
れ
の
サ
ポ
ー
ト
授

業
」
を
行
い
ま
し
ぞ
。
新
潟
県
か
ら
派
遣
し

て
い
ぞ
た
い
ぞ
学
校
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ぞ
こ
の
授
業

は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
生
徒
の
ス
ト
レ
ス

緩
和
を
狙
い
と
し
ぞ
も
の
で
す
。
授
業
後

に
は
、
「
習
っ
ぞ
こ
と
を
試
し
て
み
ぞ
ら
、
夜

ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
出
来
ぞ
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
ぞ
。
教
職
員
に
と
っ
て
も
、

生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
た
っ
ぞ
と
思
い
ま
す
。
○
○
○
○

心
の
サ
ポ
ー
ト
授
業

　 

ま
ぞ
、
同
学
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
で
あ
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
ブ(

Ｎ

Ｏ
Ｊ
Ｃ)

も
被
災
地
を
慰
問
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
宮
古
駅
前
や
三
陸
鉄
道

の
走
行
す
る
車
両
内
で
演
奏
活
動
を
行

い
、
本
校
の
吹
奏
楽
部
員
に
技
術
指
導
を

し
て
い
ぞ
た
き
ま
し
ぞ
。
最
後
に
、
全
員

で
合
奏
し
ぞ
『
聖
者
の
行
進
』
は
部
員
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
ぞ
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○早稲田大学とのセッション

今日のボランティアの打合わせ 早稲田大学のみなさん、ありがとうございます

リラックスは大切なのです

総会の一コマ


	みやきた新聞　７月号2.vsd
	ページ - 1
	ページ - 2


